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市庁舎整備基本計画の策定について

本市では，市庁舎について，近代建築物として歴史的・文化的価値を有しつつも，耐震性能の不足をはじめ，執務室の分散化や狭あい化，施設・設備の老朽化等の多くの課題があることから，それらを解決する基本的な方向性を定めた「市庁舎整備基本構想」を平成２５年３月に策定しました。

　この度，これを基に，歴史的・文化的価値のある本庁舎を保存・活用しながらも，市民が安心・安全に暮らせるよう，防災拠点として機能するとともに，全国のモデルとなる環境に配慮した市庁舎，「おもてなし」の心を備えた市庁舎といった視点も重視し，京都市民の誇りとなる市庁舎の実現を目指した「市庁舎整備基本計画」を下記のとおり策定しましたので，お知らせいたします。

記
１　市庁舎整備基本計画の策定について

　　＜資料＞

　　○　市庁舎整備基本計画 概要版　　別紙１
　　○　市庁舎整備基本計画 本　冊　　別紙２
　
　２　予算
　　　市庁舎整備事業

　　　　平成２６年度　　１７８，４００千円

　　　　平成２７・２８年度　　４２２，６００千円（債務負担）
　　

設計業務等








